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本研究は、子守歌の構造と要素の地理的側面に着目し、談話論の立場から論を進めるも
のである。子守歌詞章を対象にする目的・理由は二つある。まず一つには、子守歌が言語
行動を反映している可能性があることが挙げられる。子守歌が育児やしつけの言語行動を
反映しているとすれば、現代には現れてこない地域差を解明することが可能になると考え
た。また、二つ目には、口承文芸自体の原理的なしくみとその地理的側面を明らかにする
有用性が挙げられる。口承文芸は人間の生活に密着したものであるにもかかわらず、これ
まで言語の分野から言語的側面に着目した研究は多くない。そこで、子守歌という口承文
芸の素材から得られる言語的特徴とその地域差を示したいと考えた。 
談話論の立場から考察する際、表現類型という形態的・意味的単位体を設定する。この
単位体（要素）について、談話論的・表現法的観点という二つの観点から考察を行った。
談話論的観点とは各単位体の有無や配列といった詞章の構造に関わる観点で、表現法的観
点とは各単位体を構成する要素のバリエーションや表現法に関わる観点である。 
子守歌詞章から抽出できる単位体は七つあり、この単位体を表現類型と呼ぶこととした。
就寝の指示や注意喚起を意味するあやし表現、就寝しない罰を提示するおどし表現、就寝
した褒美を提示する甘やかし表現、子どもを否定的に評価するけなし表現、子どもを肯定
的に評価するほめ表現、子守仕事の不満や愚痴をいう口説き表現、子どもの就寝とは無関
係の物語的内容を持つ語り表現の七つである。本論において、以上の単位体にはどのよう
なバリエーションと規則性があるか、それらはどのような地理的タイプに分かれるのかと
いったことを論じる。地理的タイプには、「周圏分布(１)（中央⇔周辺）」、「周圏分布(２)
（関東＋近畿⇔周辺）」と「東西差（東日本⇔西日本）」の三つのタイプがある。 
まずは各表現類型の出現様相から得られた地域差を概括する。 
子守歌詞章において原初的な表現といえるあやし表現は東北や関東の東日本と九州に残
り、近畿においては就寝の直接的な指示ではなくその他の表現の占める割合が高いことが
わかった。とくに、甘やかし表現・ほめ表現といった肯定的内容を有する内容が相対的に
多様で出現割合も高い。また、ほめ表現・けなし表現は直接的に子どもを評価しない暗示
的な表現の割合が高く、口説き表現では主体的・客観的・対話的な表現が用いられる。 
 しかし、近畿の周辺地域である四国・中国では、近畿と同傾向を示すものもあるが、東
北と類似する傾向も見られた。たとえば、あやし表現・おどし表現・甘やかし表現・語り
表現の詞章の構造に関わる部分である。その反面、表現法に関わる部分では東西差を示し、
近畿と類似の傾向を示した。九州では、談話論的観点の項目は東北と同様の傾向を示すが、
表現内容をみると西日本タイプに含まれるものが多い。量的には東北と同傾向ながらも質
的にみると近畿や他の西日本地域と共通する結果が見られた。 
東西差として現れた東北・関東の東日本の傾向は、おどし表現・口説き表現などの否定
的内容を有する表現の割合が比較的高いほか、けなし表現においては明示的に子どもを評
価したり、口説き表現では独話的に心情を吐露するという聞き手の存在を意識しない内容
が見られた。東北ではそうした傾向が顕著で、とくにおどし表現やけなし表現、口説き表
現といった否定的内容を有する表現に目立った。 
このことから、原初的な表現や、詞章の「型（スタイル）」に関わる項目では「周圏分布
タイプ」を示すが、表現法に関わる部分では九州を含む西日本全般と東日本の中でも東北
が特異的な「東西差タイプ」が目立ったといえる。つまり、談話論的側面には伝播などの
外的要因が関与する可能性を残し、表現法的側面では地域の嗜好や発想の影響を受けた自
律的・内的変化を示すものと考えられる。これらのことから、談話論的観点から得られた
結果は外的要因がもたらした地域差であり、表現法的観点から見出された地域差はその地
域における民俗生活のなかに据えられた地域性・独自性と呼び分けることができるだろう。 
以上を踏まえて子守歌詞章の地域的傾向をまとめると、＜ア＞単純な形式・構造を持つ
という特徴と＜イ＞現場的・眼前の事態・受動的・独話的・包括的・主観的な表現が特徴
的なのは東日本ということが分かった。一方で、＜ウ＞働きかけをしたり人為的な表現を
用いるのは関東～近畿の日本中央部、＜エ＞加工的・抽象的・主体的・分析的・対話的・
客観的な表現が特徴的なのは西日本のなかでも近畿という地域的傾向に分かれ、＜ア＞＜
イ＞と＜ウ＞＜エ＞の対立が読みとれた。こうした地域的傾向は、子守歌詞章内部の問題
ではなく、その他の口承文芸や言語行動の地域的傾向とも十分に関連性があると考えられ
る。 
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論  文  名 子守歌詞章の構造と要素に関する方言学的研究 
本論文は、子守歌詞章の地理的特徴について考察したものである。子守歌の詞章は、子供をあや
したり、甘やかしたり、脅したりするといった表現から構成されるが、それらの表現には地域的な
違いが観察される。まず、それらの表現によって組み立てられる構造の面に地域差が現れる。また、
それらの表現を組み立てる要素の面にも地域差が現れる。本論文はこれらの視点から全国の子守歌
詞章を分析し、地理的な特徴を把握する。さらに、それらの特徴には、寝かせつけに関する実際の
言語行動の地域差が反映しているのではないかと推定する。 
本論文は８章から構成される。まず、第１章「本研究の立場と目的」では、子守歌詞章という従
来、方言学が扱わなかった言語資料の性格を吟味し、その地理的傾向を把握するという目的を述べ
る。次に、第２章「分析の方法」では、「表現類型」という単位を設定しつつ計量的な手法を用いる
ことで、子守歌詞章の構造や要素について考察するという分析方法を提示する。 
以下、第３章から第７章までは具体的な分析内容にあたるものである。表現類型として設定され
た「あやし表現」「脅し表現」「甘やかし表現」「けなし表現」「ほめ表現」「口説き表現」「語り表現」
についての論が展開される。 
第３章では「あやし表現」を取り上げる。あやし表現は子守歌詞章の潤滑油的な存在であり、特
にリズムを重視してその機能を果たす表現が、東西の周辺部に見られることなどを述べる。第４章
では「脅し表現」と「甘やかし表現」を取り上げる。この２つの表現類型はペアとなるものである
が、両者の現れ方を見ると、脅し表現の多い東日本と甘やかし表現の多い西日本という東西差が観
察されることなどを述べる。第５章では「けなし表現」と「ほめ表現」を取り上げる。これらは子
供の評価に関わる表現類型であるが、そうした評価を暗示的に表すタイプが日本の中央部に、明示
的に表すタイプが周辺部に多いことなどを述べる。第６章では「口説き表現」を取り上げる。子守
の心情を歌うこの表現類型は、東日本での出現割合が高く西日本では低いという東西差を示すこと
などを述べる。第７章では「語り表現」を取り上げる。語り表現は寝かせつけという行為から離れ
た物語的な内容をもつものであるが、その多様性は西日本に顕著であるということなどを述べる。 
 最後に、第８章で「結論」をまとめ、第９章で「今後の課題」について述べる。 
以上、本論文は、従来、方言学の対象とされてこなかった子守歌詞章が、地理的研究の貴重な資
料となることを示すと同時に、東西対立や周圏的対応など一定の地理的特徴を見せることを明らか
にした。この成果は、方言学の新しい分野を切り開くものとして高く評価できる。 
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。 
 
